
義務教育学校 黒島小中学校（黒島はまゆう学園）令和６年１月９日（火）文責：校長 松尾 信広 

   ～しまごころ～   

 

 

 

今日から３学期がスタートします。この３学期は、進学・進級に向けた大切な

期間となります。特に９年生にとっては、自分自身の「夢の実現」に向けた大切

な３カ月です。子供たちに寄り添いながら、全職員でサポートをしていきたいと

思います。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

次に、始業式で行った校長講話を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月９日（火） ３学期始業式 校長講話 

まずは、先日の能登半島地震でお亡くなりになられた皆様のご冥福をお祈りいたします。また、被害を受け

られた皆様に心よりお見舞い申し上げますと共に、被災地の 1日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。 

さて、令和６年がスタートしました。今年もよろしくお願いします。 

いきなり質問です。「強い」ってどういうことですか？「力持ち」ということでしょうか？「健康」というこ

とでしょうか？辞書で「強い」を調べるとたくさんの意味がありました。 

「力や技が優れていて他に負けないこと」や「健康である」、「得意である」等です。そして、その中に「心

身が丈夫である」という意味もありました。 

さて、「１年の計は元旦にあり」ということで、昨年度の３学期スタートのときに、令和５年のスローガン

を発表しましたが、覚えていますか？「ＧＯ ＦＯＲＷＡＲＤ～もっと前へ！～」ですね。２学期終業式の日

にお話をしましたが、皆さんは見事に「ＧＯ ＦＯＲＷＡＲＤ」してくれました。嬉しい限りです。 

では、今年のスローガンはどうしようか…、と冬休み中に悩みました。そして、あることに気がつきました。

それは、一昨年ステップアップして、その高いレベルのまま、昨年「ＧＯ ＦＯＲＷＡＲＤ」前に進むことが

できたこの学校を今後も前に進み続けさせるためには、「強さ」が必要であるということです。 

そこで、令和６年のスローガンを次のようにしました。 

「パワー・アップ～もっと強く！～」です。 

これから１０年後、２０年後（１年生は２７歳。９年生は３５歳…。社会の中心で頑張っている年齢ですね。）

の未来社会は、人工知能（AI）の急速な発達で、生活の様子がガラリと変わると言われています。そして、そ

の変わり方は、誰も予想ができないほど激しいと言われています。また、２学期の終業式でもお話をしました

が、国際化が今以上に進み、外国の方との関りが増えていきます。また、SNS の普及が留まる気配はなく、

多様な考えに触れる機会も、ますます多くなります。その先の見えない未来社会を皆さんは生き抜いていかな

ければならないのです。 

時には、想像もつかないことが目の前に壁となって立ちふさがることもあるでしょう。そして、２０年後の

未来に、皆さんの目の前に立ちふさがるその壁は、自分の力で乗り越えるしかないのです。そのために必要な

ものは何か…。それが「心身の強さ」なのです。 

それを、学校で、しっかり学ぶ 1年にしてほしい…そういう願いを込めています。何も特別なことをする必

要はありません。３つの「あい」言葉、「みがきあい」「ささえあい」「わかりあい」を胸に、一人一人が「夢の

実現１５の春！」をめざして、「あたり前のことをあたり前にする」だけです。一人では難しいかもしれませ

んが、学校には友達がいます。先生がいます。チーム黒島小中学校です。 

 「パワー・アップ～もっと強く！～」のスローガンのもと、ONETEAMとなり進み続けましょう！ 

  

最後に、大谷翔平選手の言葉を紹介してお話を終わります。 

 

        「何事も自分の行動一つで変わっていく。」   大谷 翔平 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３学期の主な行事についてお知らせします。 

   

１月 ９日（火） ３学期始業式 

１月２３日（火） 子育て講演会・新入学説明会 

１月３１日（水） 後期課程説明会 

  ３月１４日（木） 令和５年度 卒業証書・前期課程修了証書授与式 

  ３月２２日（金） 令和５年度 修了式・離任式 

 

令和５年１２月２２日（金）の終業式の

前に表彰伝達を行いました。 

大変よくがんばりました。 

 


